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研究室面積 35平方メートル ＜広くて作業効率のいい備付けの机＞ 

業務・研究実績 

簡易ボーリング 
仮設足場が不要な掘削方法です。 
 
 こんな場面で活躍します。 
・道路のない山頂部の調査 
・遺跡や耕作土の土層確認 

エアーボーリング 
泥水や気泡を使わず、これに代わる循環流体として圧縮空気を用いた
全国的にも事例の少ない掘削方法です。 
＜仕様＞ 
①泥水を使用せず、コンプレッサー（3.7m3/min）を用いた圧縮空気 
 による削孔 
②振動を抑えるため動力は電気モーター（3.7kw）を使用 
③不攪乱試料採取には、φ86mmのトリプルサンプラーを使用 

発
電
機 

モーター 

コンプレッサー 

番号 完了年月 業務名 調査場所 

5 平成30年 8月 有佐大塚古墳遺構実測図等作成業務委託  八代市 

6 平成31年 1月 水前寺成趣園築山地質調査等業務 熊本市 

7 平成31年 1月 下小森埋蔵文化財発掘調査業務委託 西原村 

8 平成31年 3月 史跡井寺古墳被災状況確認に伴う調査事業 嘉島町 

1 平成26年 9月 
中江町遺跡埋蔵文化財発掘調査に係る4級基準点測量及びメッ

シュ杭設置業務  
熊本市 

2 平成27年 6月 
託麻弓削遺跡群埋蔵文化財発掘調査に係る4級基準点測量及び

メッシュ杭設置業務  
熊本市 

3 平成28年 8月 新南部遺跡群4級基準点測量及びメッシュ杭設置業務  熊本市 

4 平成30年 1月 
埋蔵文化財発掘調査に係る四級基準点測量及びメッシュ杭 

設置業務  
熊本市 

主な業務実績 

主な研究実績 

番号 完了年月 業務名 調査場所 

1 平成30年 1月 岩原古墳群高精度ポジショニング地中レーダ試験探査 山鹿市 

2 平成30年 4月 国立療養所菊池恵楓園地中レーダ探査 合志市 

3 平成30年 8月 玉名市天水大塚古墳地中レーダ探査 玉名市 

【遺構実測】 

【地中レーダ探査結果】葺石 

【14C年代測定（AMSシステム）】 【3Dスキャナ型三次元測定機】 

【土器実測】 

【地中レーダ探査結果】石棺 

（墳丘頂部からの深度1.1m） 

（墳丘頂部からの深度2.7m） 
木﨑文化財研究室の状況 

現場の状況 



八洲開発では、木崎文化財研究室のスタッフを中心として、埋蔵文化財の調査計画から地形測量、物理探査（地

中レーダ探査など）、発掘区のグリッド設定、土層の確認、発掘調査による遺構の確認と実測、遺物の取上げ等

を行っています。また、発掘区で採取した試料による自然科学分析（各種分析と年代測定など）、発掘調査記録

と遺物の整理を行い、それらを総合的に検討した報告書の作成を実施しています。  

ご挨拶（木﨑文化財研究室） 

埋蔵文化財の発掘調査 
オートエラスト 

ポジショニング地中レーダ 

平成29年10月1日付けで木﨑文化財研

究室を新設いたしました。 

通常の発掘や遺物整理だけでなく、高

精度ポジショニング地中レーダ探査や

エアー手法による調査ボーリング、三次

元計測などを活用した調査研究に取り

組んでいます。 

埋蔵文化財の調査研究を効率的に進め

る上でも、保存活用を効果的に取り組む

上でも重要な情報をもたらしてくれる、こうした手法の技

術力を高め、国民共有の財産である文化財の保護活動を総

合的にサポートいたします。 

木﨑康弘の略歴 
 昭和50年  3月 熊本県立人吉高等学校 卒業 
 昭和55年  3月 明治大学文学部史学地理学科考古学専攻 卒業 
 昭和55年  3月 駿台史学会賞 受賞 
 昭和57年  4月 熊本県教育庁文化課 技師（現・文化財保護主事） 
 平成12年  2月 明治大学 博士（史学） 
 平成18年  4月 熊本県立装飾古墳館分館 温故創生館 館長 
 平成21年10月 第18回岩宿文化賞 受賞 
 平成23年  4月 熊本県立装飾古墳館 館長 
 平成29年10月 八洲開発株式会社 木﨑文化財研究室 室長 
 平成30年  3月 第39回熊日出版文化賞 受賞 

【室長 木﨑 康弘】 

木﨑康弘の論文 
 昭和56年 九州地方の細石核 
 昭和63年 九州ナイフ形石器文化の研究—その編年と展開- 
 平成 元年 姶良Tn火山灰下位の九州ナイフ形石器文化 
 平成  8年 石槍の出現と気候寒冷化 
      -地域文化としての九州石槍文化の提唱- 
 平成12年 九州ナイフ形石器文化の様相（博士論文） 
      「遺跡形成過程研究」序説 
 平成26年 ライマンの熊本県氷川町大野貝塚の発見とその意義  
 平成27年 佐藤傳藏と黎明期の九州考古学 
       -井寺古墳装飾と轟貝塚等の発見の意味を問う- 
 平成29年 九州石槍文化の成立と「石槍文化」の東方波及 他、多数 

木﨑康弘の単著 
 平成16年  7月 シリーズ「遺跡を学ぶ」 
         豊饒の海の縄文文化・曽畑貝塚     新泉社 93p 
 平成22年  7月 シリーズ「遺跡を学ぶ」 
         列島始原の人類に迫る熊本の石器・沈目遺跡 
                          新泉社 93p 
 平成29年  7月 肥後と球磨 その原史世界に魅せられし人々 
              -肥後と球磨の考古学史- 人吉中央出版社 596p 

埋蔵文化財調査の流れ 

地下に電磁波を照射して空洞や埋設物からの反射波を捉え、対象物の
深さや位置を知る探査方法です。アンテナ部を乗せたカートを移動し
ながら電磁波を照射して反射を捉えるだけの簡単な作業なので、対象
物を壊すことなく調査を行うことができます。 
考古学調査において、発掘の前段階から地中の様子が確認できるため
発掘計画を効率的かつ的確に策定することができます。  

測定状況 

測線配置図 

ドローンによる全景写真撮影 

埋蔵文化財日報作成システム 

埋蔵文化財の発掘調査
では、日々得られる事
実・事例を簡便かつ的確
に情報化することが求
められます。それらの情
報の中から、必要最低限
の情報だけを選び出し
て、課内や発注者・事業
所間に情報提供を行う
ための『埋蔵文化財日報
作成システム』が出来上
がりました！  

AMSシステム（米国NEC社製） 

14C年代測定（AMSシステム） 
年代測定  

AMSシステムによる14C年代測定やテ
フラの同定等により、遺物そのものや
遺構が存在する地層の年代を測定し
ます。 
・14C年代測定 
・テフラ同定 

株式会社パレオ・ラボ社で実施 

古環境分析  
花粉や珪藻などの生物や堆積物を顕
微鏡で観察し同定・計数することで、
当時はどのような環境だったのかを
知ることができます。 
・花粉分析 
・珪藻分析 
・プラント・オパール分析 
・大型植物遺体同定 
・樹種同定 
・獣骨・魚骨・貝殻同定 など 

遺物の材質分析  
エネルギー分散型蛍光X線分析装置や
波長分散型蛍光X線分析装置などを用
いた分析や顕微鏡観察により、遺物の
材質や産地を特定します。 
・胎土分析 
・顔料等分析 
・石材同定 
・黒曜石・サヌカイト産地推定 
・土器製作地推定 など 

テフラの同定 

テフラ試料の顕微鏡 
1.4φ軽鉱物 2.バブル型平板状ガラス（b1） 
3.バブル型Y字状ガラス（ｂ2） 
4.軽石型スポンジ状ガラス（ｐ2） 
5.斜方輝石（Opx） 6.単斜輝石（Cpx） 
7.角閃石（Ho） 

プロファイル 

３Ｄ画像 ３Ｄ画像 
結果図 

葺石 石棺 

遺構の実測 

石器の実測図 土器の実測図 

・遺構の把握と推定 

・現地状況の把握 

・作業環境の整備 

・機材の準備 

・安全管理 

・基準点の設置 

・地形測量 

・発掘区のグリッド設定 

・地中レーダ探査 

・電気探査 など 

・土層観察用トレンチ 

・土層の観察 

・写真撮影 

・準備 

・表土の除去 

・遺構の掘り下げ 

・遺物の取り上げ 

・遺構の実測 

・試料の採取 

・全景写真撮影 

・木本・草本・種実類 

・花粉・珪藻 

・プラント・オパール 

・動物遺存体・古人骨 

・テフラ 

・焼けた石・焼成物・ 

 焼土など 

・各種の人工遺物 

・洗浄 

・遺物の整理・実測 

調査計画の策定 

測 量 

物理探査 

土層の観察と区分 

発掘調査 

自然科学分析 

整 理 

報告書作成 

土層の剥ぎ取り 
ボーリングコアによる土相の観察 

・ポジショニング地中レーダを常備し予察調査に 

 活用 

・土層の予察調査に簡易ボーリングを活用 

・水を使えない古墳墳丘部の調査のためエアー  

 ボーリングを開発 

・発掘現場の状況や作成した資料を日報形式でま 

 とめる『埋蔵文化財日報作成システム』ソフト 

 を開発 

・自然科学分析のトップ企業であるパレオ･ラボ社 

 と技術提携 

・発掘調査における重機作業を含め一連の作業の 

 全てを自社で実施 

埋蔵文化財調査での 
        当社の新たな試み 


